
【令和６年度　二戸市経済動向調査結果】

●業種別の科目毎総合計
業種 事業所数 売上高 売上原価 売上総利益 販管費 専従者給与 営業利益 繰戻額 繰入額 経常利益 従業員数 経常利益率 前年対比

建設業 8 259,476,132 153,993,450 105,482,682 77,054,536 22,395,500 6,032,646 6,032,646 16 2.32% -8.04%
-28.62% -30.27% -26.06% -11.81% 19.18% -83.47% -100.00% -100.00% -83.98%

製造業 5 121,746,246 37,465,813 84,280,433 76,285,238 5,820,000 2,175,195 2,175,195 19 1.79% -10.55%
-6.08% 2.46% -9.44% 2.75% 106.38% -86.40% -86.40% -9.52%

卸売・小売業 11 201,060,665 128,729,135 72,331,530 52,483,087 9,584,000 10,264,443 10,264,443 17 5.11% -1.29%
-3.67% -4.46% -2.23% 3.79% -4.85% -23.06% -23.06% -5.56%

飲食・宿泊業 10 124,625,299 44,027,959 80,597,340 69,877,102 3,920,000 6,800,238 6,800,238 17 5.46% -2.89%
9.27% 5.90% 11.20% 16.67% 27.69% -28.54% -28.54% -5.56%

サービス業 12 143,966,629 39,829,927 104,136,702 70,441,872 12,210,000 21,484,830 533,235 533,814 21,484,251 15 14.92% -7.23%
-17.94% -16.57% -18.45% -7.46% -4.91% -44.54% -19.91% 0.11% -44.73% -11.76%

その他 4 34,281,012 34,281,012 22,306,900 2,750,000 9,224,112 9,224,112 4 26.91% -1.12%
8.49% 8.49% 23.98% -42.11% 4.15% 4.15%

計 50 885,155,983 404,046,284 481,109,699 368,448,735 56,679,501 55,981,461 533,234 533,813 55,980,882 88 9.42% -5.19%

前年対比

【調査結果コメント】
　令和６年度に、当商工会で選定した50社の財務データを基に「二戸市内の地域の経済動向調査」として集計・分析した。

・建設業について
　　売上高は28.62％減少した。８社平均の経常利益率が2.32％（前年対比8.04％減少）で、大幅な減少傾向にあり今後の経済動向を注視する必要がある。

・製造業について
　　売上高は6.08％減少した。５社平均の経常利益率が1.79％（前年対比10.55％減少）で、大幅な減少傾向にあり今後の経済動向を注視する必要がある。

・卸売・小売業について
　　売上高は3.67％減少した。11社平均の経常利益率が5.11％（前年対比1.29減少）で、緩やかな減少傾向であるが比較的安定した経済動向である。

・飲食・宿泊業について
　　売上高は9.27％増加した。11社平均の経常利益率が5.46％（前年対比2.89％減少）で、緩やかな減少傾向であるが比較的安定した経済動向である。

・サービス業について
　　売上高は17.94％減少した。12社平均の経常利益率が14.92％（前年対比7.23％減少）、大幅な減少傾向にあり今後の経済動向を注視する必要がある。

・その他について
　　売上高は8.49％増加した。４社平均の経常利益率が26.91％（前年対比1.12％減少）とまだ高いレベルにあり安定した経済動向である。

　全体的に見ると、昨今の原油価格や物価高騰の影響により企業の事業コストが上昇した結果、大幅な経利益の減少につながっており二戸市の経済動向は厳しさを増している。
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